僕 は 最近、 はからずも 屍体 解剖 を 看る の 機会 を 持つ 

た。 僕の 友人に、 慶応の 生理学の 先生で ある 林？ 1 博士 

というの が あるが、 この 林 博士 は 前から 僕に 屍体 解剖 

を 見物す るよう に 薦めて くれたの であった。 僕 はもち 

ろん 見たい に は 見たかった の だ。 しかし 困った ことに、 

いくら 見た くと も、 それ は 芝居 や 犬の 暄曄を 見る よう 

に 簡単に は ゆかない ので ある。 つまり 胆力と いう 問題、 

換言すれば、 脳貧血になる かならぬ かと いう 問題が 存 

在す るた め、 手軽に 「では 見せて 貰いましょう」 とい 

うわけ に は なかなか ゆかない ので ある。 

ところが 最近、 僕 は 思いがけない チャンス をつ かん 



知れない。 内臓 を 切り放し、 外へ 引出す ときに、 ^賊 

の 皮 をむ くと きのよう に、 パリ パリと 音が する ので 

あった。 それ は 内臓 を繫 いでいる 軟ぃ 膜が 剝ぎ 破られ 

る 音で あろうと 思 つ た。 

腹腔 や 胸腔の 中が、 だんだん がら 空きに な つ てきて、 

内臓 は 身体の 横に、 まるで 野天の 八百屋が、 戸板の 上 

かぼちゃ きゅう リ 

に トマト や 南瓜 や 胡瓜 を 並べた ように、 それぞれ 一 と 

山 盛 をな して 置き ならべられた。 僕 は 不図、 それ 等の 

もの を 直視した。 すると、 俄かに 自分の 脳髄が グッと 

摑 まれる ような 感じが した。 よくない 傾向 だ。 脳貧血 

の 先触れで はない かと 思う くらいだ。 僕が 油断 をした 



また 元の ように ス ポリと 頭蓋骨の 上に 被され た。 死ん 

だ 少年の 顔が 再び 見えた。 彼の 少年 は、 自分が 解剖 さ 

れ たこと はすこし も 知らぬ ような 実に 穏 かな 顔 をして 

いた。 

医師 は鞫 のなかから 曲った 針と 長い 糸と を 出して、 

針に その 糸 をと おした。 

それから 耳のう えの 頭の 皮の 裂け目の ところに、 針 

を プッリ とたて、 ス— ッと引 張る と 糸が のびて、 その 

裂け目が ピッチ リ 〔# 「ピッチ リ」 は 底本で は 「ピッチ リ匕 

合わさった。 そうして 頭の 皮 は 端から ドン ドン 縫い 合 

わされて いった。 



それから 二重の 手袋 をぬ いだ。 

クレゾ —ルを 湯に 入れた 新しい バケツの 中に、 医師 

は 静かに 両手 を 入れた。 そして 丁寧に いくど も 手 を 

洗った。 それから 血に 汚れた 手術衣 を 外した。 

次に 洗面器に、 新しい 湯 を 貰って きて、 その 中に 手 

をつ ける と、 石鹼を 十分に つけて ゴシ ゴシと 洗った。 

そうして 始めて 手拭 を 出して、 両手 をよ く 拭った。 

見物して いた 連中 は、 そこで ハ— ッと溜 息をついた _ 

それ は 深い 深い 溜息であった。 屍体 を 迎える ために、 

車の ついた 白い 台が 再び 入口から 入って 来た。 解剖 医 

はもう その 方に は 見向き もしないで、 洋服の 上衣に 腕 
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